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丸新志鷹建設

受
注
額
１０

丸
新
志
鷹
建
設

（立
山
町
芦
峡
寺
、
志
鷹
新
樹
社
長
）
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（国

際
協
力
機
構
）
の
無
償
資
金
協
力
事
業
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
西
部
２
カ
所
に
あ
る

小
水
力
発
電
所
＝
Ｑ
日
の
改
善
工
事
を
受
注
し
た
。
計
約
１０
億
円
で
落
札
し
、

２
月
か
ら
工
事
を
本
格
化
さ
せ
る
。
立
山
周
辺
の
砂
防
ダ
ム
エ
事
を
は
じ
め
山

岳
地
帯
の
建
設
、
土
木
、
河
川
工
事
な
ど
で
培
っ
た
技
術
と
現
地
で
の
工
事
ノ

ウ
ハ
ウ
が
評
価
さ
れ
た
。
昨
夏
に
は
東
京
事
務
所
を
設
立
し
て
お
り
、
南
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
受
注
獲
得
に
向
け
た
営
業
力
強
化
を
図
る
。

（経
済
部
次
長

・
高
松
剛
）

丸
新
志
鷹
建
設
は
、
地
元
の
立

山
町
芦
眸
寺
と
ネ
パ
ー
ル
の
ク
ム

ジ
ュ
ン
村
と
の
交
流
を
き
っ
か
け

に
、
同
社
の
ネ
パ
ー
ル
人
技
能
研

修
生
が
帰
国
し
た
後
の
受
け
皿
と

し
て
ネ
パ
ー
ル
支
店
を
■
９
９
２

年
に
開
設
し
た
。
小
規
模
工
事
で

実
績
を
重
ね
、
２
０
０
８
年
以
降

は
給
水
事
業
や
か
ん
が
い
事
業
な

ど
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
相
次
い

小水力発電所改良工事の一環 と して建

設 して いる作業員用宿舎
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小
水
力
発
電
所
　
一
般
河
川
や

砂
防
ダ
ム
、
農
業
用
水
を
利
用
し

た
出
力
の
小
さ
い
水
力
発
電
所
。

全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会

（東
京
）
に
よ
る
と
、
世
界
的
に

は
お
お
む
ね
出
力
■
万
臨
以
下
だ

が
、
国
内
で
は

「電
気
事
業
者
に

よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」

（Ｒ
Ｐ
Ｓ

法
）
が
小
規
模
発
電
と
位
置
付
け

る
■
０
０
０
陥
以
下
を
指
す
。
大

規
模
開
発
を
伴
わ
な
い
た
め
環
境

へ
の
負
荷
が
少
な
い
上
、
太
陽
光

や
風
力
に
比
べ
気
象
変
化
の
影
響

が
小
さ
く
、
安
定
し
た
発
電
が
可

能
な
こ
と
が
特
長
と
さ
れ
る
。

で
参
入
。
同
国
で
の
実
績
は
、
隣

国
の
ブ
ー
タ
ン
王
国
で
の
受
注
に

も
結
び
付
い
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
と
、
ネ
パ
ー

ル
西
部
の
農
村
地
域
の
電
牝
率
は

約
４５
％
ｏ
電
力
事
情
が
逼
迫
し
、

既
設
発
電
所
の
改
修
が
課
題
と

さ
れ
る
。
今
回
の
入
札
で
、
受
注

し
た
小
水
力
発
電
所
は
出
力
は

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
磁
。
稼
働
か
ら

２０
年
以
上
が
経
過
し
、
発
電
効
率

が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
い

う
。工

事
現
場
は
標
高
■
５
０
０
～

■
８
０
０
房
の
高
地
で
、
同
社
は

現
地
の
下
請
け
業
者
と
協
力
し
発

電
設
備
や
取
水
回
の
整
備

・
改
修

を
行
う
。
工
事
用
道
路
や
作
業
員

用
宿
舎
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、

来
月
か
ら
本
格
的
な
掘
削
が
始
ま

る
見
通
し
。
工
期
は
い
ず
れ
も
来

年
５
月
ま
で
を
予
定
す
る
。

同
社
は
売
上
高
の
う
ち
、
海
外

が
６
割
以
上
。
さ
ら
な
る
事
業
拡

大
に
向
け
、
昨
年
７
月
に
東
京
事

務
所
を
新
設
し
た
。２
人
体
制
で
、

情
報
収
集
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
と

の
連
絡
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担

う
。
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
向

け
建
設
投
資
の
活
発
化
が
見
込
ま

れ
る
首
都
圏
の
営
業
拠
点
と
し
て

の
活
用
も
検
討
す
る
。


